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入門科目部門には､ 共通基礎に位置づけ られ る大学学

習法と個性化科目の 2 つ の 学痛がある｡ こ れ らは ､ 以下

に見るように､ 平成1 4 年度 か) キ ュ ラ ム改革を特色づ

ける科目と して新設された o 羊こでは､
_
こ の 両科目群が

担う科目と して の 目的 ･ 目標を明記し, カ リキ ュ ラ ム上

の位置を明らかにする｡

1 大学学習法 ( ス タディ ･

ス キ ルズ)

1 年次学生に , 大学で学ぶための自主学習力を酒巻す

るこ とに目的をも つ , 少人数セ ミナ
ー

の 形態を取り入れ

た科目 である (他大学では ､ 転換教育科目, 接続料目 ､

フ レ ッ シ ュ マ ン
･

セ ミ ナ ー な どともい われて い る) . し

たが っ て ､ 学生が報告 し､ 討論する ことな どを軸にした

り
､ 実験 ･ 実習などが織り込 まれたりするなどしながら ､

こ れ ら の ノ ウ ハ ウを学び つ つ ､
レ ポ ー トの ま とめ方など

にも具体的な目標が向け られる｡ 担当教員は ､ 学部単位

である｡ そ の ため入学した学生から ､ 身近に学部教員が

い な い
､
な ど と いう不安と不満は解消され る｡ ま た ク ラ

ス と して ､ 友人や仲間を得やすい場ともなる｡

基本は , 少人数 セ ミナ ー の形態にお い てい るが､ 教員

負担の 関係から ､ 講義と の組み合わせなども工夫されて

い る｡

若干 の 経緯を記せば , 人文学部は平成 5 年のカリキ ュ

ラ ム改革で人文教養演習として 1 年次生に 2 0 人の少

人数演習クラ スを 4 単位で導入
･ 実施してきて い る｡ そ

の後平成1 1 年度 の大学教育委員会の 論議におい て , 学

生が早く専門を学びた い とい う要求をも っ て い る こ と,

しか しそ の 自主学習力の 低下が感知され るようにな っ

て い た こ とな どにより
､ 自学部教員がそ の 専門 へ の 学習

意欲を入学時よりすく い 上げて , 基本的な学び の ス キル

を身に つ けさせ る スタデ ィ
･

ス キ ル ズ科目が必要で はな

い かと いう論議が なされ , 1 2 年 7 月 の同委員会W ･ G

報告で提案され た｡ 論議を い ち早くふまえた工学部が 1

2 年度に､ ま た歯学部が1 3 年度に取り入れ, 平成1 4

年度に は医学部を除い た各学部で導入され る予定とな

っ て
, 平成 1 4 年度改革カ リキ ュ ラ ム に結実したもの

(なお理学部は､ 専門科目の取り組みと して実施) であ

る｡

2 個性化科目

本科目は , 新潟大学に入学 した学生が1 年次で自主学

習力を培い ､ 個性を伸ばす上で有益な科目に つ いて ､ 大

学教育委員会や教養教育実施委員会で検討した結果, 本

学の目標である ｢ 学際的地域基幹大学+ とも関わる ｢ 地

域+ をテ
ー マ に学習し､ 種 々 の 問題意識を育み , 課題を

探求する入門的な科目を設け る ことと したものである｡

こ の科目を共通基礎に設け る ことにより ､ 本学の全学共

通科目 (教養教育) に特色と個性を与えるも の として 期

待したも のである｡

｢ 地域+ 概念における空間的範囲は , 周知 の ように､

問題や課題によ っ て伸縮する｡ 決 して新潟県, 新潟市と

いう行政区の枠内に制限され るもの ではない ｡
だ が これ

らを離れ て もまた空虚なも の とな る ｡ 重 要 な こ と は ､ 脚

下 の具体的な対象を見据え, 学び ､ 問題を知り, ま た自

ら向き合い ､ 探求する対象として脚下照顧することにあ

る｡ そ の 立脚する場は､ む ろ ん多くの 広い世界との連鎖

の 中にある｡ 本地域が
一

環をなす環日本海地域や , ある

い は本地域に類似し, ま た対極にある比較す べ き地域な

どがある｡ い か なる地域も知的認識と同様に, 問題や課

題によ っ て さまざまな連鎖の下にあることを知り, こ れ

らを交錯させ , 知的訓練をすすめ る立脚の場として地域

を理解する科目であり､ そ の 目標は､ か か るテ ー マ へ の

興味と関心を酒巻 し､ 自主学習の出発点とすること にあ

る｡

1 学年 2 5 0 0 人 の必修とするため には, 以下の科目

を要するもの と思われ る｡

① ｢ 入門+ : 1 0 0 人程度を1 ク ラ ス に
,
2 0 ク ラ

ス を｡

こ れ までにも本学教養科目にお い て, 地域研究の

理論的, 実証的な成果を基にした各分野の講義等が
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実施され てきたが, 各系列における これら科目に近

い科目に つ い て､ 上記科目に転換する｡ 知的理解に

比重の ある講義系科目とする｡

② ｢ 研究+ : 5 0 人程度を1 ク ラ ス に 1 0 ク ラ ス を｡

本学教貞が､ 授業の コ
ー デ ィ ネ ー タ ー となり , 也

域の高等教育力を引き出し, これ に依拠し､ 現場に

も出向い て学ぶ｡ 実践的な舌義や, 実習的要素を基

軸 とした科目とする｡

③ そ の他

今回 ( 平成1 4 年度) は , 検討が十分でなか っ

た の で ､ こ れ か らの さまざまな積極的な授業創出

ができるように この枠を設ける｡
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